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【司会進行】鴇田 政明 SAA 

【点 鐘】橋本 郁男 会長 

【ソ ン グ】手に手つないで 

【開会の挨拶】鴇田 政明 会員 

 
私は、2009 年（平成 21 年）7 月に入会しまし

た。会長経験年度は、2015-16 年度。津留会員

と会長・幹事をさせていただきました。私自身

のロータリー歴は 15年を迎え在籍会員名簿でも、

6 番目と・・・時のたつのは早く、いつの間に

かという感じです。 

さて、お話は変わりますが、会員の皆様もよく

聞かれると思いますが、「ロータリーとは」この

言葉には幅がもの凄く有り、逆に聞いた人によ

って答えが変わる質問ですよね！？  

入会して何年も経つとあまりロータリーについ

て議論等少なくなるので、最近新入会員も入ら

れたので「ロータリーの基本理念」について少

しお話させて頂きます。このロータリーの基本

理念は、ロータリアン共通の目的や指針として、

長い年月をかけて形づくられたものですよね。

互いの関係や行動の土台として、世界中のロー

タリアンがこれらの理念を大切にしています。 

「ロータリーの目的」 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし

て奉仕の理念を推奨し、これを育むことにある。

としています。 

・第 1 知り合いを広めることによって奉仕の

機会とすること 

・第 2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ

仕事はすべて価値あるものと認識し、

社会に奉仕する機会としてロータリア

ン各自の職業を高潔なものにすること 

・第 3 ロータリアン一人一人が、個人として、

また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること 

・第 4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界

的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること 

 

「四つのテスト」 

ロータリアンが生活や仕事の場面で常に覚えて

おくべき 4 つの問い、それが「四つのテスト」

本日の予定 第14回例会 11月11日 

委員会卓話(ロータリー財団月間に因んで) 

飯島 委員長 



です。政治や宗教に関係なく、全ての人々の倫

理的指針となるこのテストは、100 ヵ国語以上

に翻訳されています。これらは、例会時の立て

看板に表記されています。 

言行はこれに照らしてから 

1．真実かどうか 

2．みんなに公平か 

3．好意と友情をふかめるか 

4．みんなのためになるかどうか 

 

「奉仕部門」 

活動の土台となる奉仕部門を通じて、地域社会

や海外での奉仕に力を注いでいるのがロータリ

ーのクラブ活動です。 

・クラブ奉仕は、会員同士の関係を育み、積極

的な会員増強計画を実行して、活気あるクラブ

づくりを行うことです。 

・職業奉仕は、すべてのロータリアンが倫理と

高潔さをもって仕事にあたり、職業の知識やス

キルを社会のニーズ解決のために進んで役立て

ることです。 

・社会奉仕は、すべてのロータリアンが、地域

の人々の暮らしを豊かにし、より良い社会づく

りに貢献することです。 

・国際奉仕は、国際的なプロジェクトでボラン

ティアをしたり、海外のパートナーとの共同活

動を通じて、平和と相互理解を推進することで

す。 

・青少年奉仕は、インターアクト、ロータリー

青少年プログラム（RYLA）、ロータリー青少年

交換などを通じて、青少年や若い世代の社会人

がリーダーシップ能力を伸ばせるよう支援する

ことです。 

以上、簡単にロータリーの基本理念のお話をさ

せて頂きました。ありがとうございました。 

 

 

【幹事報告】橋本 郁男 会長 

 
≪連絡事項≫ 

・次回例会は 11/11 通常例会です。例会前 11：

30～定例理事会を開催いたしますのでよろし

くお願いいたします。 

・11/2(土)第5グループラーニングセミナー  

 参加者は橋本さん、荒木さん、白根さんです。

別途案内をお送りします。 

・11/10(日)木更津RC奉仕活動「アクアラインマ

ラソン ブルーベリー配布」 

 参加者は髙村さん、勝畑さん、福原さん、薄

さん、白根さんです。詳細は後日メールで案

内を送付します。よろしくお願いします。 

 

☆ニコニコBOX☆ 
小川 義則 会員 餅田さんの卓話に感謝して！！ 

鈴木 和弘 会員  

髙村 和朗 会員 餅田会員の卓話に感謝して！！ 

鴇田 政明 会員 

領家 宏治 会員 

薄  雅幸 会員 

福原 孝彦 会員 

中山 元宏 会員 

鈴木 慶太 会員 餅田さんの卓話に感謝します。 

 

 

【出席報告】鈴木 和弘 出席･親睦担当部門長 

 

 

 

 

 会員数 出席会員 欠席会員 出席免除 

23名 15名 7名 1名 

出席率 前々回修正出席率 

68.18％ 90.48％ 

欠席者 城所会員、髙木会員、白根会員 

ﾒー ｸｱｯﾌ゚  鈴木(貴)会員、津留会員、荒木会員、斉

藤会員 

例会 11/18 会員卓話【自由題】勝畑会員 

      ※年次総会 

   11/25 会員卓話【ロータリーと私】鴇田会員 

      ※定例理事会 ※夜間例会 



【会員卓話】餅田 則雄 担当部門長 

米山記念奨学会の歩み 

 
 

資料配布 

米山記念奨学事業について 

「将来の日本の生きる道は平和しかない。その平

和日本を世界に理解されるためには、アジアの

国々から一人でも多くの留学生を日本に受け入

れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。

それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい

国際奉仕事業ではないだろうか。」この文章は、

ロータリー米山記念奨学会史に記載されている

ものです。 

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、日

本のロータリーが共同で運営する奨学財団です。

日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し支援

する国際奨学事業をおこなっています。事業の

使命は、将来、日本と世界とを結ぶ懸け橋とな

って国際社会で活躍し、ロータリー運動の良き

理解者となる人材を育成することです。これは、

ロータリーの目指す平和と国際理解の推進その

ものです。 

東京ロータリークラブの単独事業として始まっ

たこの事業は、日本全国の共同事業へと発展し

ました。歴史的にも、そして世界にも例を見な

い日本のロータリー独自の多地区合同活動にな

っています。 

米山記念奨学会には、他の奨学金にはない世話

クラブとカウンセラー制度があります。皆さん

のクラブでも世話クラブとして、奨学生を引き

受けて頂いたと思いますが、奨学生は毎月例会

に出席して、奨学金を受け取ります。今月は集

うが悪いので、私の銀行預金口座に振り込んで

欲しいと依頼されても、振り込みすることは出

来ません。必ず例会場で手渡しすることになっ

ています。このことは、クラブの例会に出席す

ることにより、カウウセラーだけではなく会員

との話し合いによって、ロータリーを理解して

貰うという狙いがあります。 

年間の奨学生採用数は約700人、事業費を12億

円超と、外国人留学生を対象とした民間の奨学

金では、国内最大規模になっています。 

第2790地区では、会員一人当たり15,000円程

度の寄付をお願いしています。皆さんのご理解

とご協力により、この目標金額は達成されてい

ます。2012-13年度は一人当たり15,534円、

2013-14年度は一人当たり16,118円となってい

ます。日本全国に34地区ありますが、上位14

位から13位になっています。順位を争うわけで

はありませんが、寄付金の多寡は、地区に割り

当てられる奨学生の人数に関係します。 

地区に割り当てられる米山奨学生はどのように

きまるのでしょうか。 

1． その年度の日本全体の寄付金収入予測に基

づいて、全体の採用数を決めます。2015額

年度は、720人でした。 

2． 全体の採用数の50％を、地区ごとの個人平

均寄付額によって割り当てます。 

3． 全体の採用数の40％を、地区ごとの寄付金

総額によって割り当てます。 

4． 全体の採用数の10％を、地区ごとで米山奨

学金に応募資格のある留学生数によって割

り当てます。 

このようにして、第2790地区には、24人割り

当てられました。この人数は、前年度に比べて

2名の増加になりました。地区では、この24名

を地区の指定校から推薦を受けた留学生の中か

ら選考試験を実施して、採用しています。 



皆さんのご理解とご協力により、米山記念奨学

会事業は順調に推移しています。 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：髙木 哲平 クラブ会報･雑誌担当部門員 

欠席連絡は当日10時20分までにお願いい

たします。 

電話：0438-64-1139 

MAIL：sode1974@portland.ne.jp 

 

ZOOM 

 

10/28(月)17：30～19：00 

https://us06web.zoom.us/j/86983548598?pwd=XnEjICe

aOQj0D3bGb4Y4tntEdhPC5F.1 

ミーティング ID: 869 8354 8598 

パスコード: 606592 


